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議会だよりライブラリーで過去の
議会だよりも見ることができます

表紙写真｜子ヤギ誕生で癒
い や

しを願う
美麻小中学校で飼っているヤギに、昨年赤ちゃ
んが産まれ、子供たちの人気者となっています。
白いヤギは白

はく

翔
と

、黒いヤギは舞
まい

と名前をつけま
した。コロナ禍のなかで、新しい生命
が癒しにつながることを願うものです。

撮影者：議会だより編集委員会
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次
ペ
ー
ジ
も
、
特
集

　市民に開かれた議会を目標に、平成22年10月「大町市議会基本条例」（以下議会基本条例）を制定し改革を進めてきま
した。今回さらなる「見える議会」を目指し、条例に沿った活動ができているか、など議員間で検証しました。検証は2
年に1度実施することとしています。

特集 議会は機能しているか！

条例制定の目的そのもの。
今回は検証を要しない。

議会改革の取り組み
は概ね達成。政策の
立案・提言は更なる
努力が必要。

第１章　総則
第１条　目的
　市民福祉の向上と市政の発展に寄与すること
第２条　基本理念
　地方分権時代にふさわしい地方自治の実現を目指す
第３条　最高規範性　
　この条例は議会の最高規範である

第２章　議会の活動原則
第４条　議会の責務

①透明性・公平性・信頼性が高まるよう開かれた議会運営を行う
②市民要望を市政に反映できるよう意見集約を図る
③政策立案や提言を積極的に行う
④分かりやすい言葉で市民と共に歩む議会を目指す

第５条　議決責任
議決責任を認識するとともに、市民にへの説明責任を果たす

Q議会基本条例ってなに？
A議会と議員の役割を
　明確にしたもの

開かれた議会を目指し、議会と議
員の役割を明確にしたもの。議会
や議員の活動原則をはじめ、市民
と議会・市長等との関係など議会
や議員の役割を明確にしたもので、
８章26条にわたる条例です。

Q議会の果たすべき
　責務とは？
A市民の声を
　市政に届けること

市民の代表機関として、市民の
要望が市政に反映するよう努
めるのが議会の責務。そのため
に、市民の意見をよく聞くこ
と、また議決に至る過程を市民
に説明する責任があります。

評価

X

評価

B

ホームページや議会中継の充実、
議会だよりで議決結果を公表す
るなど、説明責任を果たしている。

評価

A

市の防災訓練では市
議会として実践的な
訓練を実施している。

第６条　災害時の対応
大町市災害対策本部を
支援する

評価

A

討議の内容を深め、議論の水
準を高めるため議員各々の更
なる努力が必要要。

A 全て又はほとんど達成できた

B 概ね達成できた

C あまり達成できていない

D ほとんど又は全く達成できていない

X 検証の必要なし

■意見は会派ごとに取りまとめています

議員各々が識見を養うため、
さらなる努力を。

第３章　議員の活動原則
第７条　議員の責務

①言論の場、合議機関として議員間の自由な討議を重んじる
②市民意見の把握、自己の資質向上に努める
③市民全体の福祉向上を目指し活動する
④議会活動について市民に説明責任を果たす

第８条　議員の政治倫理
高い倫理義務が課せられていること自覚し、品
格の保持、識見養成に努める

第９条　会派
同一理念の議員で構成。政策の立案・
決定に関し合意形成に努める

第10条　政務調査費
適正な使用に努め、
使途の説明責任を負う

Q議員活動の
　目指すものは？
A市民全体の利益

議員は市民の代表として、市
民全体の利益と福祉の向上の
ために働きます。そのために
各々の資質向上に努めること、
代表としての品格の保持が求
められています。

■議会運営委員会での
　検証経過

■6月26日
　条例検証について発議・了承
■10月9日
　委員（会派）ごと意見取りまとめ、
　検証内容協議
■11月16日　検証報告書（案）協議
■11月24日　最終協議
■12月 １日　議会へ報告
　３月定例会に条例改正案を提出予定

評価

B

評価

B

評価

A

評価

A

評価基準

議会改革は継続！

政
策
の
立
案
・
提
言
を

積
極
的
に
行
う
と
こ
ろ

ま
で
は
達
し
て
い
な
い

と
思
う(

創
生
み
ら
い)

議
員
提
案
に
よ
る
条

例
制
定
を
積
極
的
に

行
う
べ
き（
無
会
派
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
議
会

だ
よ
り
で
、
各
議
員
の

賛
否
や
議
決
の
状
況
を

適
切
に
公
表
し
て
い
ま

す（
市
民
ク
ラ
ブ
）

議会運営委員長から議長へ検証結果報告書を提出

議
会
全
体
で
の
勉

強
会
を
通
じ
自
己

研
鑽
に
取
り
組
ん

で
き
た（
無
会
派
）

市
民
の
意
見
の
把
握

が
不
十
分
で
は
な
い

だ
ろ
う
か（
共
産
党

大
町
市
議
団
）

ま
だ
識
見
は
不
足
し

て
い
る
。
な
お
一
層

の
努
力
が
必
要（
無

所
属
ク
ラ
ブ
）

議会基本条例を検証・見直し
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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

特集 議会は機能しているか！

公聴会や参考人
制度を活用でき
なかった。

討議の質を
高める努力
が必要。

直面する課題に即した研修を
行うなどさらに充実を。

時代の変化に即応し、検証
の質を高める必要がある。

図書室機能は不十分。
環境整備が必要。

積極的な政策
立案・提案に
至っていない。

意見交換会を開催し、市民の意見を踏
まえ提言してきているが、政策の立案・
提言の推進までは至らない。

ケーブルテレビやイ
ンターネットで議会
中継を配信。情報公
開に努めている。

ワークショップ形式
の意見交換会を実施。
充実を図った。

委員会代表質問の導入に
より一定の成果があった
が、更なる取り組みが必要。

設置を必要
とする事例
がなかった。

関係は適切
に保たれて
いる。

議会審査を通じ政策
水準を向上させるた
めの市長への指摘が
不十分である。

第４章　市民と議会の関係
第11条　市民との関係

①市民への情報共有を推進し説明責任を果たす
②請願は市民からの政策提言。必要に応じ意見を聴く機会を設ける
③公聴会・参考人制度を活用し、市民の識見を議会に反映するよう努める

第12条　情報の公開
　①すべての会議を原則公開とする
　②傍聴しやすい環境を整備する

第13条　意見交換会
　①年1回以上意見交換会を行う
　②市民の要請に応じて意見交換会
　　を開催する

第14条　附属機関
　議会は審査等のために必要な時は有識者による附属機関を設けることができる

第６章　議会運営
第19条　自由討議

①議会は言論の場。議員同士の自由な討議
　により運営される
②委員会においても、自由討議の時間を設ける

第20条　委員会活動
　委員会の専門性を生かし、政策の
　立案・提案を積極的に行う場とする

第21条　政策調整委員会
　意見交換会の開催、政策の立案・
　提言を推進するため設置する　

第７章　議会の体制整備
第22条　議員研修

第23条　議会事務局の充実

第24条　議会図書室の充実

第８章　補足
第25条　検証及び見直し
　本条例の目的が達成されているか、常に検証・見直しをする

第26条　委任

第５章　議会と市長等との関係
第15条　市長等との関係

①緊張ある関係を保ち、事務執行の監視・評価を行う
②本会議などでの質疑応答は、論点・争点を明確にして行う
③論点が不明確な時は、市長等は反問（聞き直し）できる

第16条　政策等の形成過程の説明
　市長が提案する政策水準の向上を図るため、
　政策の背景や経過、効果やコストなどついて
　説明を求めるものとする

第17条　政策立案等
　議会は市長に対し、
　積極的に政策の立案・提言を行う

第18条　議決事件
　条例、予算・決算等のほか、
　総合計画についても議決案件とする

評価

B

評価

B

評価

B

評価

B

評価

C

評価

B

評価

B

評価

A

評価

A

評価

B

評価

X

評価

A

評価

B

評価

X

評価

X

評価

A

Q市民の要望実現のた
　めに議員にできるこ
　とは？
A政策の立案や提言

議案の審議だけでなく、
政策立案の機関として条
例の制定や議案の修正を
通じ政策の立案や提言を
することができます。

議会改革の推進と、議員の資質向上に更なる努力を！

【議会運営委員会　検証結果の要旨】
　１　基本条例制定から10年の節目であり、初めて全項目に渡り検証を行った。
　２　今回の検証では、おおむね目標が達成されているものの、未達成の点もある。
　３　議会は市民ニーズの変化を的確にとらえた活動とともに、議会改革を引き続き継続していく。
　４　議員はさらなる資質向上に向けた努力が重要。※基本条例、検証結果の詳細はホームページをご覧ください。

検証結果

公
聴
会
・
参
考
人
制

度
を
、
必
要
に
応
じ

て
活
用
し
た
い

（
政
友
ク
ラ
ブ
）

時
間
を
か
け
て
議
員

間
の
討
議
を
す
る
よ

う
心
掛
け
る
べ
き

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

審
議
の
時
間
不
足
、

改
革
が
必
要
だ

（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

議
会
の
傍
聴
は
常
に
受
け
付

け
て
い
る
が
、
議
論
の
内
容

が
分
か
る
資
料
を
提
供
す
る

な
ど
、
更
な
る
充
実
が
必
要

で
は（
創
生
み
ら
い
）

政
策
提
言
は
今
年
度
取
り
入

れ
た
委
員
会
代
表
質
問
等
を

通
じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
た

が
、
政
策
立
案
に
は
至
っ
て

い
な
い（
政
友
ク
ラ
ブ
）

議会基本条例を
検証・見直し
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
代
表
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
が

行
う
「
会
派
代
表
質
問
」
と
、委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。

会派代表質問

個人質問

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
施
策
は

問　
一
律
一
人
あ
た
り
10
万
円
の
特
別
定
額
給

付
金
は
他
の
市
町
村
に
先
駆
け
て
の
迅
速
な
支
給

が
で
き
た
。
県
の
支
援
金
か
ら
漏
れ
た
事
業
者
へ

の
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
防
止
支
援
金
も
非
常
に
役

立
っ
た
と
聞
く
。ま
た
、プ
レ
ミ
ア
ム
率
１
０
０
％

の
頑
張
ろ
う
！
大
町
応
援
券
も
他
市
の
よ
う
に
混

乱
も
な
く
配
布
で
き
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
し
か

し
、
一
方
で
市
独
自
の
施
策
が
遅
い
と
言
う
市
民

か
ら
の
声
も
聞
く
。
国
・
県
・
市
か
ら
の
コ
ロ
ナ

関
連
の
助
成
補
助
金
事
業
は
40
以
上
に
も
上
る
。

全
体
と
し
て
の
効
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
今
後

の
世
帯
や
個
人
、
事
業
者
へ
の
市
独
自
策
は
あ
る

の
か
。

答　
お
お
ま
ち
再
生
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
て
い

コ
ロ
ナ
第
３
波
到

来　
市
の
対
応
は

政
友
ク
ラ
ブ
代
表　

二に
じ
ょ
う條  

孝た
か

夫お

が
問
う

問　
ま
ち
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か

具
体
的
に
方
向
を
決
め
て
い
く
立
地
適
正
化
計
画
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
は
。

答　
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
課
題
の
抽
出
に
向

け
基
礎
的
な
調
査
を
進
め
て
い
る
。
全
庁
的
な
調

査
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
ほ
か
、
外
部
の
有
識
者

の
意
見
を
聞
く
た
め
の
検
討
委
員
会
も
年
明
け
に

は
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
骨
格
と
な
る
松
糸

道
路
の「
幅
の
細
い
ル
ー
ト
帯
」の
選
定
に
向
け
た

調
査
検
討
を
進
め
る
に
は
、
立
地
適
正
化
に
基
づ

く
ま
ち
づ
く
り
と
の
同
時
進
行
が
必
要
で
は
。

答　
今
後
、
ま
ち
づ
く
り
施
策
と
の
連
携
が
極

め
て
重
要
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。
立
地
適
正

化
計
画
の
策
定
は
松
糸
道
路
の
計
画
と
十
分
整
合

市
が
目
指
す
、
ま

ち
の
将
来
像
と
は

政
友
ク
ラ
ブ　

山や
ま
本も
と
み
ゆ
き
が
問
う

る
中
、
大
町
総
合
病
院
は
市
民
に
と
っ
て
は
最
後

の
砦
。
来
院
時
に
お
け
る
発
熱
患
者
へ
の
対
応
や
、

他
の
患
者
と
の
接
触
を
ど
う
防
ぐ
の
か
、
感
染
症

対
策
を
含
め
現
在
の
医
療
体
制
の
取
り
組
み
状
況

は
。答　

発
熱
な
ど
症
状
だ
け
で
は
鑑
別
が
難
し
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
両
方
の
診
察
や
検
査
が
行
え
る
よ
う
、
専
用

の
診
察
室
等
の
設
置
や
、
発
熱
患
者
専
用
の
診
療

時
間
帯
を
設
け
、
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え

て
い
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
有
無
を

検
査
す
る
た
め
の
検
査
機
器
も
さ
ら
に
導
入
し
ラ

ン
プ
法
検
査
、
抗
原
定
量
検
査
体
制
を
充
実
さ
せ
、

感
染
拡
大
、
状
況
に
応
じ
て
検
査
態
勢
は
一
定
程

度
図
ら
れ
て
い
る
。

 

そ
の
他 　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
ど
も
達
の
安
心
、

る
、
暮
ら
し
を
守
る
取
り
組
み
と
し
て
の
給
付
金

事
業
や
、
市
独
自
の
支
援
事
業
を
進
め
て
き
た
。

だ
が
未
だ
収
束
の
気
配
が
見
え
な
い
中
、
感
染
症

の
広
が
り
に
お
い
て
、
取
り
組
み
全
体
の
評
価
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
市
独
自
策
も
必
要

に
応
じ
速
や
か
に
施
策
立
案
を
行
い
、
有
効
性
を

検
証
し
つ
つ
展
開
し
て
い
く
。
ま
た
、
本
年
度
実

施
の
市
民
意
識
調
査
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
で
の
市
民
の
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
支
援
策

と
し
て
行
政
に
望
む
こ
と
を
項
目
に
追
加
し
、
市

民
の
声
を
幅
広
く
聞
く
。
さ
ら
に
、
機
会
を
捉
え

て
市
民
や
事
業
者
の
意
見
、
要
望
を
把
握
、
必
要

な
施
策
に
つ
い
て
適
時
適
切
に
対
応
す
る
。

大
町
総
合
病
院
の
感
染
症
対
策
は
万
全
か

問　
院
内
感
染
や
ク
ラ
ス
タ
ー
が
全
国
で
広
が

を
図
り
着
実
に
進
め
る
。

問　
松
糸
道
路
に
は
複
数
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
加
え
、
地
域
の
交
流
拠
点
と
な
り
得
る
道
の

駅
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
市
内
と
繋
ぐ
の
か
。

答　
現
段
階
で
県
が
想
定
す
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
は
、
常
盤
上
一
の
起
点
側
と
木
崎
湖
周
辺
の

終
点
側
に
加
え
、
県
道
有
明
大
町
線
と
扇
沢
大
町

線
と
の
交
差
部
の
計
４
か
所
に
設
置
さ
れ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
道
の
駅
に
つ
い
て
は
関
係
部
局
と
の

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見

を
取
り
入
れ
県
へ
要
望
し
、
調
整
を
進
め
て
い
く
。

問　
病
院
や
救
急
体
制
、
観
光
地
が
持
続
し
て

い
く
た
め
の
ア
ク
セ
ス
や
利
便
性
な
ど
を
考
え
、

全
庁
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
如
何
に
。

答　
庁
内
勉
強
会
を
開
催
、
全
庁
で
取
り
組
む
。

安
全
を
守
る
た
め
の
保
育
園
、
小
中
学
校
の
今
ま

で
の
対
応
の
検
証
と
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
、
コ

ロ
ナ
禍
で
財
源
確
保
が
厳
し
い
中
で
、
市
民
生
活

と
直
結
す
る「
新
型
コ
ロ
ナ
克
服
戦
略
お
お
ま
ち

再
生
プ
ラ
ン
」実
現
に
つ
い
て
、
ま
た
、
新
年
度

予
算
を
ど
の
よ
う
に
組
ん
で
い
く
の
か
質
問
し
た
。

●
関
連
質
問　

(

中
村
議
員)　

問　
コ
ロ
ナ
第
３
波
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の

重
要
度
は
再
度
高
ま
っ
て
い
る
。
端
末
の
家

庭
利
用
に
対
す
る
体
制
は
。

答　
緊
急
時
に
は
貸
し
出
し
で
き
る
体
制

を
構
築
す
る
。
保
険
な
ど
に
つ
い
て
も
研
究

す
る
。

●
関
連
質
問　

(

岡
議
員)　

問　
第
５
次
総
合
計
画
の
前
期
計
画
の
検

証
と
評
価
は
。
個
別
計
画
と
後
期
計
画
の
整

合
性
を
ど
う
図
る
か
。

答　
内
部
と
外
部
評
価
を
後
期
計
画
に
反

映
。
総
合
計
画
が
最
上
位
。
基
本
構
想
等
と

整
合
す
る
。

●
関
連
質
問　

(

山
本
議
員)　

問　
冬
季
宿
泊
満
喫
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
現

状
と
期
待
さ
れ
る
ス
キ
ー
場
誘
客
の
相
乗
効

果
は
。

答　
宿
泊
予
約
は
順
調
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
共
同
運
行
等
ス
キ
ー
場
の
誘
客
に
尽
く
す
。

松糸道路は「地域を育み・命を守る道」。
地域の発展と安全、観光交流の活性化に期待

GOTOトラベル停止、各企業はこの冬を乗り越
えられるのか、再起をかける市内スキー場

医療スタッフの懸命の努力のもと、感染症対
策に万全の体制で臨む大町総合病院

新
型
コ
ロ
ナ
克
服
戦
略

お
お
ま
ち
再
生
プ
ラ
ン
を
完
遂
せ
よ

恵
ま
れ
た
自
然
の
特
性
を
生
か
し

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
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一
般
質
問

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。次

ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

問　
❶
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
考
え
方
は
。

答　
観
光
地
を
有
す
る
多
く
の
自
治
体
で
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
観
光
振
興
策
、
定
住
促
進

策
と
し
て
重
要
な
施
策
の
1
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治
体
協
議
会
へ
は
19

市
中
14
市
が
す
で
に
参
加
し
て
い
る
が
、
大
町
市

は
未
参
加
と
な
っ
て
い
る
。
参
加
予
定
は
。

答　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
観
光
や
地
域
づ
く
り

に
繋
が
る
取
組
み
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
宿
泊

施
設
、
観
光
事
業
者
と
協
議
の
上
検
討
し
て
い
く
。

問　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
あ
た
り
課
題
は
。

答　
独
立
し
た
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
や
Ｗ
ｉ

－

Ｆ

ｉ
環
境
、
軽
食
を
提
供
す
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
等
、

快
適
な
仕
事
環
境
等
の
ハ
ー
ド
整
備
や
、
散
歩
や

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
環
境
の
創
出
、
バ
リ
エ
ー

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
新
た
な
災
害
対
応
で
避
難
所

の
感
染
予
防
に
向
け
た
体
制
整
備
は
。

答　
避
難
所
の
開
設
に
は
、
３
密
の
回
避
が
重

要
。
６
月
に
避
難
施
設
す
べ
て
実
測
を
行
い
、
収

容
人
数
を
再
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
通
常
時
の
半
分

程
度
と
判
明
し
た
。
新
た
な
避
難
施
設
に
市
内
宿

泊
施
設
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
現
在
関
係
団
体
と

協
議
し
て
い
る
。
安
全
が
確
保
で
き
る
住
宅
や
車

中
泊
な
ど
の
分
散
避
難
も
検
討
し
て
い
る
。
避
難

所
で
使
用
す
る
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
や
非
接
触
式

体
温
計
、
マ
ス
ク
等
新
た
に
備
蓄
し
た
。

問　
災
害
情
報
の
発
信
で
避
難
情
報
等
の
出
す

タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
。
移
動
等
に
時
間
の
か
か
る

方
へ
の
配
慮
も
必
要
と
な
る
。
市
の
考
え
は
。

答　
地
域
で
の
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
を
進
め
る
た
め
、

問　
本
年
秋
、
建
設
業
者
か
ら「
平
地
区
籠
川

で
水
力
発
電
所
建
設
計
画
が
進
行
中
」と
知
ら
さ

れ
た
。
現
在
は
基
礎
調
査
等
が
ほ
と
ん
ど
終
わ
っ

て
い
る
頃
だ
ろ
う
と
思
う
。
事
業
者
の
計
画
説
明

資
料
や
代
表
者
の
話
で
は
、「
す
で
に
３
年
前
に

計
画
着
手
し
、
２
０
１
８
年
に
は
大
町
市
に
も
説

明
を
し
た
。」と
な
っ
て
い
る
。
一
連
の
行
程
の
中

で
工
事
着
手
に
至
る
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
許
可
を

ど
こ
か
ら
も
ら
う
か
。

答　
本
年
３
月
に
説
明
を
受
け
た
。
法
令
等
の

許
認
可
に
つ
い
て
は
、
流
水
占
用
許
可
・
工
事
行

為
許
可
は
大
町
建
設
事
務
所
、
工
作
物
新
設
許
可

は
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
、
国
有
林
使
用
許
可

は
中
部
森
林
管
理
局
、
な
ど
で
あ
る
。

問　
事
業
が
実
施
さ
れ
た
場
合
推
察
さ
れ
る
問

変
化
す
る
産
業
構

造
に
振
興
策
を
！

無
所
属
ク
ラ
ブ　

髙た
か
橋は
し　

正た
だ
し

が
問
う

コ
ロ
ナ
禍
の
災
害

対
応
体
制
を
構
築

発
電
計
画
か
ら
貴

重
な
渓
流
を
守
れ

政
友
ク
ラ
ブ　

大お
お
竹た
け
真ま

千ち

子こ

が
問
う

政
友
ク
ラ
ブ　

岡お
か　

秀ひ
で
子こ

が
問
う

シ
ョ
ン
豊
か
な
食
事
環
境
の
提
供
な
ど
滞
在
者
を

飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
が
必
要
。
ま
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
果
た
す
人
材
の
確
保
も
必
要
。

問　
県
は
信
州
Ｉ
Ｔ
バ
レ
ー
構
想
に
つ
い
て
、

今
後
リ
ゾ
ー
ト
❷
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
と
関
連
し
て

動
き
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
が
、
信
州
Ｉ

Ｔ
バ
レ
ー
協
議
会
へ
の
参
画
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
Ｉ
Ｔ
人
材
の
確
保
・
育
成
は
経
済
の
発
展

や
社
会
課
題
の
解
決
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。

様
々
な
分
野
で
急
速
に
進
展
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
対
応
も
急
務
と
な
る
こ
と
か
ら
、
協
議
会
の
参

画
に
向
け
た
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

問　
観
光
促
進
策
、企
業
誘
致
に
も
繋
が
る
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
へ
の
支
援
策
が
で
き
な
い
か
。

答　
観
光
産
業
で
は
新
た
な
顧
客
層
開
拓
の

チ
ャ
ン
ス
と
認
識
し
て
い
る
。検
討
を
進
め
て
い
く
。

❸
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
訓
練
等
で
、

的
確
か
つ
迅
速
な
行
動
等
に
つ
い
て
啓
発
を
図
る
。

問　
災
害
時
要
支
援
者（
自
力
避
難
が
困
難
な

方
々
）の
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
、
個
別

支
援
計
画
を
、
自
治
体
、
地
域
、
福
祉
専
門
職
員

等
が
連
携
し
、
計
画
策
定
を
研
究
し
て
は
ど
う
か
。

答　
要
援
護
者
台
帳
の
基
本
情
報
を
活
用
し
、

来
年
度
に
お
い
て
現
行
の
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
て

個
別
支
援
計
画
策
定
を
進
め
て
い
く
。

問　
感
染
症
に
対
応
し
た
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
の
実
践
活
動
訓
練
及
び
市
民
へ
の
周
知
は
。

答　
毎
年
、
連
合
自
治
会
と
自
主
防
災
会
連
絡

会
で
避
難
所
開
設
、
運
営
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

自
治
会
等
の
防
災
学
習
会
等
で
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
を
図
り
、
更
な
る
普
及
啓
発
に

努
め
る
。

題
点
は
何
か
。

答　
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え

た
い
。

問　
大
町
市
は
先
頃「
水
が
生
ま
れ
る
信
濃
大

町
」を
大
き
く
前
面
に
出
し
、
環
境
保
全
計
画
や

環
境
振
興
計
画
を
総
合
戦
略
に
入
れ
て
社
会
に
宣

伝
し
た
。
漁
協
は「
治
水
や
発
電
の
た
め
、
多
く

の
清
流
を
失
っ
た
。
こ
の
貴
重
な
渓
流
は
何
と
し

て
も
後
世
に
残
し
た
い
」と
言
っ
て
い
る
。
渓
流

は
聖
域
で
あ
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

答　
観
光
的
に
は
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
す
ぐ
近

く
で
あ
り
、
ご
指
摘
の
と
お
り
自
然
環
境
を
守
る

こ
と
は
一
番
大
切
と
考
え
る
。
県
と
国
の
許
可
は

必
要
で
あ
る
が
、
地
元
の
農
業
や
漁
協
な
ど
水
に

関
わ
る
地
域
と
の
合
意
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。

県ではリゾートテレワーク実践支援金や連泊
エンジョイプラン等新たな支援策を用意。

自主防災会の研修風景。地域での逃げ遅れゼ
ロを目指し、マイタイムラインが導入されている。

治水と発電ダムで、
清流は失われ黒い流れとなった（高瀬川）

観
光
促
進
、
企
業
誘
致
へ

可
能
性
広
が
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

災
害
時
要
支
援
者
の
個
別
支
援

計
画
策
定
が
急
が
れ
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
治
水
に
は

貢
献
し
た
が
、
高
瀬
川
は
死
ん
だ

　　　　　
❸マイタイムライン
　一人ひとりの防災行動計画。災害のおそれがあるときに、「いつ」「何をするのか」を
　あらかじめ時系列でまとめたもの。

　　　　　
❶ワーケーション
　リゾート地等で休暇も兼ねつつテレワークをする働き方。ワーク＋バケーションの造語。
❷テレワーク
　パソコン等の情報通信機器を使ってオフィスから離れたところで仕事をする形態。

用語解説？ 用語解説？
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。次

ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

問　
学
校
再
編
に
つ
い
て
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
小
中
学
校
児
童
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け
で
な

く
、
未
就
学
児
の
保
護
者
や
高
校
生
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
も
意
見
を
聞
く
機
会
が
必
要
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

答　
未
就
学
児
童
の
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
一

部
説
明
会
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
高
校
生
や

子
ど
も
た
ち
か
ら
も
意
見
聴
取
す
る
機
会
を
設
け

る
。問　

審
議
会
の
内
容
を
広
報
等
で
開
示
す
る
だ

け
で
な
く
、
上
が
っ
て
き
た
市
民
の
多
様
な
意
見

に
誠
実
に
対
応
す
る
こ
と
で
市
民
が
こ
の
再
編
に

参
加
し
て
い
る
と
の
意
識
が
生
ま
れ
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
市
民
は
再
編
後
の
学
校
に
対
し
愛
着

が
わ
く
も
の
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

問　
保
育
園
や
幼
稚
園
児
の
保
護
者
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
ら
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　
検
討
会
や
審
議
会
に
は
保
護
者
の
代
表
が

入
っ
て
い
る
。
今
後
懇
談
会
等
で
意
見
を
聞
く
。

問　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
と
ら
な
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

答　
審
議
会
の
答
申
後
、
総
合
教
育
会
議
の
決

定
を
経
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
と
る
。

問　
萩
生
田
文
部
科
学
相
が「
30
人
学
級
を
目

指
す
」と
表
明
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
の

新
し
い
生
活
様
式
で
は
、
人
と
の
間
隔
を
２
ｍ
開

け
る
と
し
て
、
20
人
学
級
を
最
良
と
し
て
い
る
。

市
内
中
学
校
を
１
校
に
し
た
場
合
収
容
で
き
る
学

校
は
あ
る
か
。
又
、
教
室
が
足
り
な
く
な
っ
た
場

合
ど
う
す
る
の
か
。

問　
コ
ロ
ナ
後
の
、
山
岳
文
化
都
市
宣
言
を
踏

ま
え
た
山
岳
登
山
の
将
来
像
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
安
全
な
山
岳
環
境

の
維
持
に
大
き
な
懸
念
を
抱
い
て
い
る
。
山
岳
観

光
は
，
当
市
の
観
光
の
核
と
認
識
し
て
い
る
。
引

き
続
き
山
岳
文
化
の
創
造
、
発
展
と
山
岳
観
光
の

振
興
に
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

問　
市
内
中
学
校
の
登
山
行
事
は
貴
重
な
実
体

験
で
あ
り
継
続
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
検
討
課
題

も
あ
る
。
継
続
に
つ
い
て
教
育
長
の
考
え
は
。

答　
医
師
を
含
め
、
引
率
者
確
保
な
ど
多
く
の

問
題
も
あ
る
が
、
当
市
は
恵
ま
れ
た
山
岳
地
域
に

あ
り
、
貴
重
な
実
体
験
に
よ
る
伝
統
行
事
で
あ
り

継
続
は
校
長
会
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　
山
小
屋
は
官
が
提
供
す
べ
き
多
く
の
サ
ー

学
校
再
編　
市
民

の
声
に
応
え
よ

日
本
共
産
党

大
町
市
議
団　

宮み
や
　た田　
一か
ず

男お

が
問
う

20
人
学
級
が
最
良

と
の
声
に
応
え
よ

コ
ロ
ナ
禍
の
山
小

屋
支
援
が
急
務
だ

神じ
ん
社じ
ゃ　

正ま
さ
幸ゆ
き
が
問
う

創
生
み
ら
い　

傳で
ん
刀ど
う　

健た
け
し

が
問
う

答　
今
後
も
で
き
る
限
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
、
い
た
だ
い
た
意
見
や
説
明
会
の
内
容
な
ど
を

情
報
公
開
し
て
い
く
。

問　
再
編
後
の
学
校
跡
地
は
ど
の
様
に
利
用
す

る
予
定
か
。

答　
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
検
討
組
織
を
設
け
、

候
補
地
選
定
の
過
程
に
お
い
て
も
跡
地
利
用
の
意

見
や
提
言
を
も
ら
う
こ
と
と
す
る
。

問　
再
編
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
充

実
の
た
め
に
は
、
学
区
に
合
わ
せ
、
公
民
館
事
業

な
ど
の
地
区
行
事
を
再
編
さ
せ
、
参
加
し
や
す
い

体
制
を
つ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
と
地
区
住
民
の
距

離
を
縮
め
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答　
公
民
館
や
育
成
会
が
相
互
に
協
議
し
、
同

一
校
の
児
童
全
員
が
、
一
緒
に
地
域
の
行
事
に
参

加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

答　
現
時
点
で
、
20
人
規
模
学
級
を
前
提
に
し

た
教
室
は
、
想
定
し
て
い
な
い
。

問　
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
、
学
級
基
準
の
変

更
を
想
定
し
な
か
っ
た
学
校
の
再
編
検
討
は
、
期

限
を
決
め
て
行
う
べ
き
で
は
な
く
、
見
直
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
事
務
局
の
素
案
で
あ

り
、
丁
寧
に
審
議
を
頂
き
た
い
。

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
！

問　
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
国
が
50
ヵ
国
を

超
え
て
来
年
１
月
発
効
す
る
。
政
府
に
対
し
て
参

加
・
調
印
・
批
准
す
べ
き
と
求
め
、
大
町
市
と
し

て
、「
祝
！
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
」の
懸
垂
幕
を

掲
げ
て
意
思
表
示
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
現
時
点
で
は
、
時
期
尚
早
で
あ
る
。

ビ
ス
を
担
っ
て
お
り
山
小
屋
あ
っ
て
の
山
岳
観
光

だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
次
年
度
の
開
山
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能
か
。

答　
登
山
道
改
修
の
助
成
を
行
い
、
国
・
県
へ

も
抜
本
的
な
財
政
支
援
の
強
化
を
求
め
る
。

問　
山
小
屋
の
ト
イ
レ
整
備
は
環
境
問
題
に
も

触
れ
避
け
て
通
れ
な
い
。
市
の
支
援
が
必
要
だ
。

答　
バ
イ
オ
ト
イ
レ
設
置
は
国
の
助
成
が
あ
る

が
、
市
の
助
成
の
上
乗
せ
も
、
今
後
検
討
す
る
。

問　
ド
ロ
ー
ン
は
山
小
屋
の
荷
揚
げ
や
、
農
業
、

林
業
で
の
利
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
市
は
全
庁
的

に
ド
ロ
ー
ン
活
用
の
研
究
を
進
め
る
べ
き
だ
。

答　
ド
ロ
ー
ン
活
用
は
山
岳
遭
難
救
助
、
登
山

道
の
確
認
な
ど
多
く
の
分
野
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

当
市
も
今
後
活
用
方
法
を
研
究
す
る
。

 

そ
の
他 　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
選
定
の
質
問
を

し
た
。

少子化だから学校再編ではなく、これ以上子
どもを減らさないための再編であって欲しい

ピースボートのおりづるプロジェクトは、
核廃絶のメッセージを各地に届けています

先人たちの熱い思いで北アルプス登山は育まれ
た。使命感を持って山岳文化を継承すべきだ

子
ど
も
た
ち
が
通
い
た
く
な
る

学
校
に
す
る
た
め
の
再
編
を

学
校
再
編
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
下
で
、

再
検
討
す
べ
き

山
岳
文
化
宣
言
を
見
直
し

世
界
レ
ベ
ル
の
山
岳
観
光
を
目
指
せ
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一
般
質
問

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
お
よ
そ
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。次

ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

問　
今
年
か
ら
米
生
産
の
目
安
値
が
減
ら
さ
れ

た
。
市
と
し
て
の
対
応
は
。

答　
市
及
び
市
地
域
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、

地
方
部
や
Ｊ
Ａ
大
北
と
の
連
帯
を
図
り
、
米
の
減

産
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
市
農
業
の
抱
え
る
営
農

環
境
を
踏
ま
え
、
生
産
数
量
目
安
値
の
確
定
と
達

成
に
向
け
て
十
分
協
議
を
進
め
る
。

問　
ど
の
よ
う
な
対
策
に
よ
り
米
の
需
要
に
応

じ
た
生
産
を
推
進
す
る
の
か
。

答　
「
水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
、

作
物
毎
の
取
組
み
や
各
種
交
付
金
の
活
用
方
法
の

決
定
を
し
て
い
く
。
来
年
度
は
ビ
ジ
ョ
ン
の
変
更

時
期
と
な
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
渦
に
お
け
る
厳
し
い

農
業
情
勢
を
十
分
に
考
慮
し
、
消
費
者
の
需
要
に

応
じ
た
農
産
物
生
産
の
推
進
を
図
る
。

問　
泉
地
区
・
清
水
地
区
の
臭
気
の
現
状
は
。

答　
泉
地
区
で
は
、
敷
地
境
界
で
18
回
の
測
定

を
行
い
規
制
基
準
を
超
え
た
の
は
1
回
。
気
体
排

出
口
で
は
、
15
回
中
５
回
基
準
値
を
超
え
た
。
気

体
排
出
口
で
の
臭
気
指
数
が
上
昇
し
て
い
る
と
認

識
し
改
善
を
求
め
て
い
る
。
清
水
地
区
で
は
、
敷

地
境
界
で
７
回
の
測
定
を
行
い
基
準
値
を
超
え
た

の
は
５
回
。
昨
年
と
比
較
し
大
き
な
変
化
は
な
い
。

問　
事
業
者
の
対
応
状
況
と
効
果
は
。

答　
泉
地
区
で
は
、
気
体
排
出
口
延
伸
後
の
更

な
る
対
策
と
し
て
、
燃
焼
方
式
に
よ
る
脱
臭
設
備

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
が
さ
れ
て
い
る
。
導
入
に

最
低
２
年
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
当
面
の
対
策
と

し
て
臭
気
を
水
で
洗
浄
す
る
工
程
で
使
用
す
る
水

を
循
環
方
式
か
ら
常
に
新
し
い
水
を
補
給
す
る
方

問　
地
下
水
の
、
保
全
、
涵
養
、
適
正
利
用
の

観
点
か
ら
の
条
例
制
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
環
境
保
全
条
例
で
井
戸
の
設
置
に
つ
い
て

は
届
け
出
制
と
し
て
、
事
前
協
議
を
義
務
付
け
て

い
る
。
そ
の
た
め
安
定
的
な
地
下
水
活
用
を
図
る
。

問　
地
下
水
を
、
市
民
共
通
の
財
産
と
す
る
な

ら
販
売
し
て
利
益
と
す
る
企
業
に
は
、
規
制
を
か

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
地
下
水
の
賦ふ
ぞ
ん
り
ょ
う

存
量
が
十
分
あ
り
、
枯
渇
す

る
よ
う
な
状
況
に
な
く
進
出
企
業
に
規
制
を
か
け

る
必
要
は
な
い
。

問　
地
下
水
利
用
と
し
た
企
業
誘
致
を
今
後
も

進
め
て
い
く
方
針
か
。

答　
企
業
進
出
の
打
診
が
あ
っ
た
際
は
、
利
用

状
況
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
適
切
な
判
断
を
す
る
。

こ
れ
か
ら
の
農
業

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

政
友
ク
ラ
ブ　

一い
っ
本ぽ
ん
木ぎ

秀ひ
で

章あ
き
が
問
う

臭
気
問
題
！
市
民

の
声
届
い
て
る
？

創
生
み
ら
い　

降ふ
り
旗は
た　

達た
つ
也や

が
問
う

地
下
水
保
全
条
例

の
制
定
を
求
め
る

日
本
共
産
党

大
町
市
議
団　

平ひ
ら
ば
や
し林　

英え
い

市い
ち

が
問
う

問　
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
マ
メ
科
の
野
菜「
ア

ピ
オ
ス
」を
産
地
化
し
た
ら
ど
う
か
。

答　
「
ア
ピ
オ
ス
」は
猿
が
食
べ
な
い
野
菜
と
言

う
こ
と
で
、
現
在
、
青
森
県
で
栽
培
が
始
ま
っ
て

い
る
。
導
入
に
あ
た
っ
て
は
栽
培
技
術
の
指
導
や

販
路
の
確
保
な
ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
研
究
も
必

要
で
あ
る
。

問　
中
小
農
家
の
経
営
を
救
済
す
る
対
策
は
。

答　
担
い
手
農
家
や
大
規
模
経
営
を
行
う
生
産

者
と
、
中
小
農
家
が
役
割
分
担
す
る
と
と
も
に
、

相
互
に
補
完
し
合
う
事
が
望
ま
し
い
。
具
体
的
な

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
農
業
関
係
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
は
。

答　
第
５
次
総
合
計
画
、
後
期
基
本
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
理
念
に
基
づ
い

た
各
種
の
農
業
施
策
を
推
進
す
る
。

式
に
変
更
す
る
。
清
水
地
区
で
は
、
秋
田
県
で
実

績
の
あ
る
消
臭
剤
を
使
用
し
、
半
年
間
効
果
を
検

証
し
た
が
、
臭
気
抑
制
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
11

月
か
ら
は
茨
城
県
で
実
績
の
あ
る
光
合
成
細
菌
を

使
用
し
た
臭
気
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
行
政
の
新
た
な
対
応
は
あ
る
か
。

答　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
実
施
す
る
脱
臭
装

置
の
効
果
の
検
証
。
泉
地
区
で
は
臭
気
の
洗
浄
水

の
河
川
放
流
の
影
響
に
つ
い
て
水
質
検
査
を
行
う
。

問　
臭
気
問
題
に
対
し
市
は
何
が
で
き
る
の
か
。

答　
影
響
を
受
け
て
い
る
地
区
の
住
民
に
寄
り

添
い
、
協
定
に
基
づ
き
、
地
元
と
事
業
者
の
調
整

役
と
し
て
、
設
備
の
有
効
性
に
つ
い
て
検
証
し
助

言
を
行
う
ほ
か
、
事
業
内
容
や
廃
棄
物
受
入
の
条

件
な
ど
に
つ
い
て
、
双
方
が
十
分
納
得
し
、
合
意

し
た
う
え
で
進
め
る
よ
う
支
援
に
努
め
る
。

企
業
誘
致
に
対
す
る
助
成
は
適
正
か

問　
工
場
等
誘
致
振
興
条
例
に
基
づ
い
て
初
期

投
資
で
３
億
円
、
固
定
資
産
税
３
年
分
を
助
成
し

て
い
る
。
県
下
で
も
多
い
限
度
額
で
は
な
い
か
。

答　
県
下
17
市
に
あ
り
、
制
度
が
様
々
で
あ
り

比
較
は
出
来
な
い
。
産
業
振
興
と
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
に
は
必
要
で
妥
当
と
考
え
る
。

問　
サ
ン
ト
リ
ー
と
み
す
ず
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
工
場
新
設
で
は
助
成
額
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

答　
サ
ン
ト
リ
ー
は
新
設
３
億
円
助
成
、
新
規

採
用
社
員
15
名
。
み
す
ず
は
新
設
３
億
円
、
新
規

採
用
は
35
人
で
正
規
か
非
正
規
か
は
未
定
。

問　
条
例
で
は
雇
用
保
険
適
用
な
ら
非
正
規
で

も
助
成
の
対
象
と
し
て
い
る
が
改
正
が
必
要
だ
。

答　
正
規
社
員
の
身
分
保
障
が
望
ま
し
い
。

きれいな水、おいしい空気、
豊かな自然で米が売れるのか？

日量542トン（10トン車55台）膨大な地下水
をくみ上げる予定のサントリー工場

堆肥製造工場より、煙とともに上がる臭気。
一日も早く臭気に悩まされない暮らしを！

米
減
産
に
伴
う
農
家
支
援
策
は
、

農
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
は

臭
気
で
困
っ
て
い
る
市
民
に
対
し
、

市
は
何
が
で
き
る
の
か
！

共
通
の
財
産
で
あ
る
地
下
水
を

企
業
利
益
に
ゆ
だ
ね
て
よ
い
の
か
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質
問
し
よ
う
と
す
る
議
員
は
、「
何
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
問
題
意
識
で
」質
問
す
る
の
か
を
予
め

通
告
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、行
政
側
か
ら
噛
み
あ
っ
た
答
弁（
公
式
の
見
解
）を
得
る
た
め
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
、
常
任
委
員
会
審
査
報
告

一
般
質
問

問　
産
学
官
金
の
連
携
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る

「
み
ず
の
わ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

計
画
内
で
県
も
推
進
す
る
有
機
米
の
学
校
給
食
へ

の
導
入
を
通
じ
、
食
育
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

答　
体
制
整
備
等
の
課
題
は
あ
る
が
研
究
す
る
。

問　
保
水
機
能
を
持
つ
山
林
は
水
資
源
を
守
る

た
め
に
重
要
だ
。
地
域
の
木
材
利
用
は
森
林
整
備

に
も
繋
が
る
。
計
画
内
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
か
。

答　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
検
討
を
行
う
。

問　
薪
利
用
に
向
け
て
、
二
重
市
民
農
園
の
ボ

イ
ラ
ー
を
薪
ボ
イ
ラ
ー
に
出
来
な
い
か
。

答　
現
時
点
で
は
運
用
に
支
障
は
出
て
い
な
い

が
、
導
入
か
ら
24
年
が
経
過
し
て
い
る
。
更
新
の

際
に
は
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
の
可
否
も
含
め
検
討

す
る
。

問　
令
和
元
年
か
ら
15
年
間
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

に
は
重
大
な
欠
陥
が
数
多
く
あ
り
事
業
達
成
は
不

可
能
だ
。
も
し
実
行
す
れ
ば
、
大
幅
な
料
金
値
上

げ
に
結
び
つ
く
。
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、

①　
有
収
率
を
48
％
か
ら
83
％
に
上
げ
る
計
画
だ

が
、
漏
水
対
策
費
が
な
く
達
成
不
可
能
だ
。

②　
居
谷
里
水
源
は
築
後
１
０
０
年
近
く
経
過
し
、

老
朽
度
は
１
番
だ
が
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
更
新
費
用

が
な
く
、
事
業
計
画
達
成
は
不
可
能
だ
。

③　
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
ク
リ
プ
ト
対
策
と
し
て
膜

ろ
過
10
ヵ
所
、
紫
外
線
照
射
装
置
４
ヶ
所
、
総
額

11
億
４
千
万
円
の
投
資
計
画
だ
が
、
保
守
・
管
理

費
用
の
計
上
が
な
く
経
営
継
続
は
不
可
能
だ
。

④　
市
長
は「
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
値
上
げ
計
画
は
な

い
」と
答
弁
し
た
が
、
28
年
基
本
計
画
で
は
、
１・

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る「
女
性
の
人
権
」を
守

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
特
に
女
性
の
雇
用
に
大
き

な
影
響
が
出
て
い
る
。
さ
ら
に「
家
事
・
育
児
は
女

性
」と
い
う
固
定
観
念
が
女
性
へ
の
負
担
を
重
く
し

て
い
る
。
女
性
を
守
る
た
め
に
は
雇
用
の
維
持
を

図
り
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要
だ
。
具
体
的
な

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

問　
❹
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数
者
）は
人
口
の
約

１
割
と
言
わ
れ
る
。
性
的
少
数
者
に
と
っ
て
一
番

困
惑
す
る
場
面
は
市
の
申
請
書
等
の
性
別
欄
を
記

入
す
る
時
だ
。
市
の
全
て
の
申
請
書
等
の
性
別
欄

が「
本
当
に
必
要
か
」見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

答　
性
別
欄
に
つ
い
て
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
に
対

「
み
ず
の
わ
」を
通

し
未
来
を
見
る

政
友
ク
ラ
ブ　

中な
か
村む
ら　

直な
お

人と

が
問
う

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に

重
大
な
欠
陥

無
所
属
ク
ラ
ブ　

大お
お
和わ　
幸よ
し
久ひ
さ
が
問
う

コ
ロ
ナ
か
ら
女
性

の
命
を
守
れ
！

公
明
党　

太お
お
田た　
昭し
ょ
う
じ司
が
問
う

地
域
猫
に
つ
い
て

問　
野
良
猫
の
去
勢
手
術
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
う
方
々
は
、
自
費
で「
地
域
の
問
題
に
な
ら
な

い
よ
う
に
」と
活
動
し
て
い
る
。
野
良
猫
の
去
勢

に
対
し
て
助
成
は
出
来
な
い
か
。

答　
飼
い
猫
に
つ
い
て
は
県
動
物
愛
護
協
会
大

北
支
部
が
実
施
す
る
制
度
が
あ
る
。
助
成
対
象
の

拡
大
と
併
せ
、
野
良
猫
の
去
勢
費
用
に
つ
い
て
も

対
象
と
な
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
。

問　
地
域
で
世
話
を
さ
れ
、
出
生
数
の
管
理
を

さ
れ
た
野
良
猫
は「
地
域
猫
」と
呼
ば
れ
る
。
松
本

市
の
例
で
は
、
個
体
数
の
管
理
に
も
繋
が
っ
て
い

る
。当
市
で
も
活
動
を
啓
発
し
、支
援
で
き
な
い
か
。

答　
無
計
画
な
繁
殖
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
大

町
保
健
所
な
ど
と
連
携
し
、
周
知
啓
発
に
努
め
る
。

９
倍
の
値
上
げ
等
、
値
上
げ
計
画
７
例
の
み
だ
。

安
全
度
が
高
い
、
矢
沢
・
白
沢
・
上
白
沢
を
供
給

水
源
と
す
る「
新
ビ
ジ
ョ
ン
」の
検
討
を
求
め
る
。

答　
ま
ず
経
費
を
か
け
な
い
方
法
で
検
討
す
る
。

業
者
登
録
に
会
議
所
加
入
や
手
数
料
支
払
を
強
要

問　
市
の「
が
ん
ば
ろ
う
！
大
町
応
援
券
」取
り

扱
い
受
託
者
で
あ
る
商
工
会
議
所
が
、
非
会
員
の

登
録
希
望
者
に
、
会
議
所
加
入
か
、
登
録
料
１
万

円
の
支
払
を
求
め
て
い
た
。
販
売
権
を
独
占
し
た

商
工
会
議
所
が
、
委
託
契
約
に
な
い
要
件
を
勝
手

に
追
加
し
て
強
要
す
る
行
為
は
、
独
禁
法
で
禁
止

さ
れ
て
い
る「
優
越
的
地
位
の
乱
用
」に
あ
た
る
。

答　
（
部
長
）優
越
的
な
地
位
利
用
だ
と
思
わ
れ

る
人
が
多
く
い
る
な
ら
、
あ
ら
た
め
て
検
討
し
た

い
。（
市
長
）強
要
で
は
な
く
勧
誘
で
問
題
は
な
い
。

す
る
配
慮
が
必
要
だ
。
今
後
は
必
要
性
を
精
査
し

不
要
な
性
別
欄
は
順
次
廃
止
等
を
図
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
図
書
館
の
役
割

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
図
書
館
の
役
割
は
大

き
い
。
ど
ん
な
感
染
対
策
を
行
な
っ
て
い
る
か
。

答　
マ
ス
ク・手
指
消
毒
の
徹
底
、
カ
ウ
ン
タ
ー

の
仕
切
り
板
、
閲
覧
室
や
学
習
室
の
座
席
の
間
引

き
で
３
密
回
避
、
徹
底
し
た
換
気
な
ど
。
ま
た
図

書
除
菌
機
に
よ
る
本
の
消
毒
も
始
め
た
。

問　
❺
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク

に
加
え
、
今
後
は
６
歳
前
後
の
子
ど
も
へ
の
サ
ー

ド
ブ
ッ
ク
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
一
人
読
み
を
始
め
る
時
期
の
子
ど
も
へ
の

サ
ー
ド
ブ
ッ
ク
の
実
施
は
、
読
書
の
習
慣
づ
け
の

良
い
機
会
と
な
る
。
十
分
検
討
し
た
い
。

記者会見の様子。サントリー、JTB、八十二銀行、
市、教育委員会を中核とする

本来ならば男性も参加すべき家事も育児も介
護も女性。その上、多くの女性は仕事も

表流水の流れる中で集水されている
居谷里水源

具
体
化
し
て
い
く
計
画
を
地
域

の
た
め
に
活
か
せ

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
実
施
は
大
幅
な

水
道
料
金
値
上
げ
に
結
び
つ
く

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
ふ
さ
わ

し
い
誰
に
も
優
し
い
ま
ち
へ

　　　　　
❺ブックスタート、セカンドブック
　子ども達への配本事業。4ヶ月児、4歳児が対象。

　　　　　
❹LGBT
　性的少数者の総称。Ｌ＝レズ、Ｇ＝ゲイ、Ｂ＝バイセクシャル、Ｔ＝トランスジェンダー。

用語解説？ 用語解説？
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議
案
第
88
号　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）　　
　
■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

議
案
の

概
要

議
案
の

概
要

議
案
の

概
要

【
商
工
労
政
課
所
管
】
市
制
度
融
資
資
金
の
申
し
込
み
大
幅
増
に
伴
な
う

保
証
料
給
付
金
及
び
利
子
補
給
の
増
額
補
正
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
企

業
支
援
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
も
の
。

【
市
民
課
所
管
】
不
妊
治
療
助
成
事
業
の
拡
充
の
た
め
の
増
額
補
正
。
こ

れ
ま
で
の
上
限
５
万
円
（
自
己
負
担
額
の
1/2ま
で
）
か
ら
、
上
限
30
万

円
（
自
己
負
担
額
の
２／３
）
へ
、
本
年
度
よ
り
拡
充
。

【
市
民
課
所
管
】
行
政
検
査
以
外
の
有
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
市
立
大
町
病
院
で
受
け
た
場
合
、
検
査
費
用
３
万

円
の
う
ち
65
歳
以
上
は
２
万
円
。
64
歳
未
満
は
１
万

円
を
補
助
す
る
も
の
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

　
　
苦
し
い
経
営
を
支
援

不
妊
治
療
助
成
、
30
万
円
に
拡
充

有
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
助
成

議
案
第
96
号　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
14
号
）　　
　
■
結
果　
賛
成
多
数
で
可
決

議
案
の

概
要

議
案
の
概
要

【
企
画
財
政
課
所
管
】
市
は
水
を
起
点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
「
み
ず
の
わ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
む
方
針
を
固
め
た
。
国
が
勧
め
る
地
方
創
生

の
モ
デ
ル
事
業
と
な
る
。

【
子
育
て
支
援
課
所
管
】
８
月
に
実
施
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

所
得
が
減
少
し
た
ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援
す
る
も
の
。
１
世

帯
５
万
円
。
第
２
子
以
降
子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
万
円
支
給
。

  

議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ  　
本
会
議
で
議
案
の
提
案
➡
各
常
任
委
員
会
に
付
託（
審

査
を
任
せ
る
）
➡  

委
員
会
審
査  

➡
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
➡
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
町
市
の
水

　
　
今
後
具
体
的
な
取
組
み
は

ひ
と
り
親
世
帯
へ
追
加
支
援

次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果

総
務
委
員
会
審
査

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対

策
特
別
資
金
の
現
状
は
？

社
文
委
員
会
審
査

問　
助
成
の
内
容
は
。

答　
県
は
上
限
30
万
円
ま
で
の
助
成
を

実
施
し
て
い
る
。
市
は
単
独
事
業
で
、
県

の
助
成
金
額
を
超
え
た
自
己
負
担
分
に
対

答　
12
月
11
日
現
在
で
２
２
３
件
。

約
30
億
円
の
融
資
を
実
行
し
た
。
今
後

と
も
金
融
機
関
と
意
見
交
換
・
情
報
共

有
を
図
り
、
対
応
し
て
ゆ
く
。

し
て
、
さ
ら
に
上
限
30
万
円
ま
で
を
助

成
す
る
。
助
成
要
件
は
、
市
内
在
住
で

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
。
補
助

金
の
交
付
は
１
年
度
当
た
り
１
回
、
通

算
５
回
ま
で
。

社
文
委
員
会
審
査

問　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に

対
す
る
補
助
及
び
予
定

件
数
は
。

答　
１
人
１
万
円
の

補
助
を
行
う
が
、
65
歳

以
上
は
国
庫
補
助
金
の

対
象
と
な
る
た
め
２
万

円
と
な
る
。
64
歳
以
下

は
、
全
額
市
の
単
独
事

業
で
あ
る
。
65
歳
以
上

20
件
。
64
歳
以
下
30
件

を
見
込
ん
で
い
る
。

ま
り
に
唐
突
だ
っ
た
。
市
民
や
議
会
も

交
え
、
機
運
を
醸
成
す
る
必
要
が
あ
る

が
。答　

今
後　
情
報
発
信
に
努
め
、
官

民
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　
原
案
に
反
対　

水
は
市
民
み
ん
な
の
財
産

　
「
み
ず
の
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

企
業
に
水
の
利
活
用
を
委
ね
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
健

全
な
水
資
源
を
維
持
し
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
と
い
う
観
点
が
な
く
賛
成
で

き
な
い
。　
　
　
　
　

 （
宮
田
一
男
）

本
会
議
討
論

　
原
案
に
賛
成　

「
水
が
生
ま
れ
る
信
濃
大
町
」を

よ
り
ア
ピ
ー
ル
！

　
「
み
ず
の
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
産

学
官
金
連
携
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事

業
。
水
に
関
係
す
る
各
種
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
も
大
幅
刷
新
。
市
民
を
巻
き

込
ん
だ
更
な
る
事
業
の
構
築
に
期
待
。

（
大
竹
真
千
子
）

社
文
委
員
会
審
査

問　
前
回
の
支
給
以
降
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
、
家
計
が
急
変
し
、
直
近
の

収
入
が
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な

る
水
準
に
下
が
っ
た
方
へ
の
周
知
方

法
は
。

答　
前
回
対
象
と
な
っ
た
方
以
外

の
す
べ
て
の
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
、

対
象
と
な
っ
た
場
合
は
、
追
加
で
申

請
で
き
る
こ
と
を
、
郵
送
で
通
知
す

る
。

総
務
委
員
会
審
査

問　
予
算
は
９
０
０
万
円
だ
が
、
そ

の
使
途
は
。

答　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
礎
と

な
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
市
民
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

開
設
す
る
。

問　
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
ど
の

よ
う
な
仕
組
み
か
。

答　
現
在
複
数
あ
る
大
町
市
に
関
連

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
一
括
閲
覧
で
き
、

か
つ
地
域
の
産
品
を
宣
伝
・
販
売
で
き

る
機
能
を
付
加
し
た
サ
イ
ト
を
構
築
す

る
。問　

こ
の
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主な審査案件の審議内容
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た
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ま
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し
た
！

常任委員会審査報告

PCR検査を実施する大町病院

山岳博物館で行われた
「信濃おおまちみずのわプロジェクト」発足記者会見
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反対

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

議案第83号

陳情第7号

陳情第3号

陳情第8号

特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例制定について

核兵器禁止条約参加・調印・批准を求める意見書提出について

医療・介護、国民のいのちを守る施策拡充等を求める意見書提出について

大北地域における在日米軍飛行訓練中止を求める意見書の提出について

12月定例会最終日討論の内容を要約してお伝えします
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのかなぜ賛成なのか、議
員個人の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行
われます。採決の結果は、次ページの審議結果をご覧ください。

条例制定により市民サービスが向上
福祉医療費特別給付金など市独自の事務手続
が簡素効率化できる。市民はマイナンバーが
利用でき、窓口手続きの負担軽減、利便性が
向上する。デジタル化は不可欠。

（二條孝夫）

核兵器禁止条約発効
来年１月に発効する核兵器禁止条約で、核兵器
が国際法によって禁止される。この時期に、唯
一の戦争被爆国である日本が、参加・調印・批
准することは、意義深いことである。（宮田一男）

被爆国日本こそ批准すべき
未だ世界９ヵ国で核兵器が保有されている。
核兵器禁止条約が発効される中、唯一の被爆
国である日本が批准することは大きな意味が
ある。直ちに批准すべきだ。（神社正幸）

医療・介護をコロナ禍から守れ
提出団体は、医療現場でコロナ感染症と「国民の命」を守るための現場を熟知した医療労働者であり、感
染病床や集中治療室、医師や看護師の充実を求めている。（平林英市）

飛行中止が市民の声
大北で、ごう音を上げて飛行する米軍機の目撃が
相次ぎ、住民の不安が広がっている。県は、日米
合意事項順守や配慮の要請をしているが効果はな
く、中止せよの声を届ける事が重要。（宮田一男）

北アルプス山麓地域の飛行訓練中止を
日本は主権国家であり、生命や生活の不安に対し
何も言わないことは誤りだ。スキー場の安全のた
めにも、ごう音を上げる訓練の中止を求めるべき。

（神社正幸）

個人情報が企業の利益追求に利用される
本条例の様に「マイナンバーカードのひも付け」で
蓄積された個人情報を、企業の利益に使うのが経
団連の新成長戦略だ。無防備な個人情報保護シス
テムの整備を最優先に実行するのが市長の責務だ。
(大和幸久)

北朝鮮他核保有国が条約に批准していない
核兵器禁止の法的な規範が守られるか不確定な状
況で、核の傘による抑止力を放棄すれば、悪化す
る近隣諸国との安全保障に対し日本独自の方策が
必要となる。(大竹真千子)

時期ではない
「ただちに」という一点に反対。条約は同盟国との
関係をも規制。人権や民主主義弾圧さえ行う周辺
諸国の態度が変容しない限り、オブザーバー参加
から始めるべき。(中村直人)

討論
沸騰!!

提出案件の審議結果令和２年12月定例会
◇賛否が分かれた案件

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 創生みらい 公明 無
結　
果
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山
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章
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孝
夫

降
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太
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司
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議案第83号 大町市行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する条例制定について 〇 〇 ● 〇

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第96号 令和２年度大町市一般会計補正予算（第14号） ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

陳情第 3 号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を
守るための施策拡充等を求める意見書提出について 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 不採択

陳情第 7 号 国に対して、ただちに核兵器禁止条約に参加・調印・批
准することを求める意見書提出について 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● 〇 採択

陳情第 8 号 大北地域における在日米軍の飛行訓練中止を求める意見
書提出について 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 不採択

議事第 8 号 ただちに核兵器禁止条約に参加・調印・批准することを
求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● 〇 原案可決

◇全会一致で可決・同意・採択された案件
議案番号等 案件

議案第74号 大町市一般職の職員の給与に関する条例及び大町市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例制定について

議案第75号 大町市特別職の職員の給与に関する条例及び大町市議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例制定について

報告第15号 専決処分の報告について専第25号　令和2年度大町市病院事業会計補正予算（第2号）
議案第76号 固定資産評価審査委員会委員の選任について
議案第77号 教育委員会委員の任命について
議案第78号 北アルプス広域連合規約の変更について
議案第79号 大町市八坂ふるさと体験館の指定管理者の指定について
議案第80号 大町市ふれあいセンターさざなみの指定管理者の指定について
議案第81号 大町市交流促進センター明日香荘の指定管理者の指定について
議案第82号 大町市美麻温泉交流施設ぽかぽかランドの指定管理者の指定について
議案第84号 大町市定住促進住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定について
議案第85号 大町市後期高齢者医療に関する条例及び大町市債権管理条例の一部を改正する条例制定について
議案第86号 大町市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について
議案第87号 大町市環境保全に関する条例の一部を改正する条例制定について
議案第88号 令和２年度大町市一般会計補正予算（第13号）
議案第89号 令和２年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
議案第90号 令和２年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）
議案第91号 令和２年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
議案第92号 令和２年度大町市水道事業会計補正予算（第２号）
議案第93号 令和２年度大町市温泉引湯事業会計補正予算（第１号）
議案第94号 令和２年度大町市公共下水道事業会計補正予算（第１号）
議案第95号 令和２年度大町市病院事業会計補正予算（第３号）
請願第 4 号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書提出について
請願第 5 号 国の責任による35人学級推進と教育予算の増額を求める意見書提出について

請願第 6 号 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求める意見
書提出について

議事第 5 号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書
議事第 6 号 国の責任による35人学級推進と教育予算の増額を求める意見書
議事第 7 号 へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すことを求める意見書
議事第 9 号 国土強靭化対策の推進を求める意見書

◇修正案で可決となった案件
議案番号等 議案名等

議事第10号 在日米軍の飛行訓練に関する意見書
　＊陳情第８号を修正のうえ全会一致で可決

議事第11号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書
　＊陳情第３号を修正のうえ全会一致で可決

議案・陳情の原案に対して「賛成は○」「反対は●」で表示
議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない。
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　（
宮
田
） 本会議の

生中継

○開　　会　２月16日（火） 午前10時〜
○一般質問　２月24日（水） ～26日（金）
○最終日　　３月12日（金） 午前10時〜  討論・採決

○傍聴をご希望の方は、議会棟２階の議会事務局で
　申込書をご記入ください。
○新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
　必ずマスクをご持参ください。

インターネットと市ケーブルテレビで放送しています。
録画・再放送もご覧いただけます。

大町市議会 議会中継

Vol.12

　議員が市民のみなさまの声を取材してつくるみんなの
ひろばです。
　令和2年4月に就任した正副団長の皆さん。今年度は思
うように活動ができず、歯がゆい思いを抱える年となり
ました。コロナ対応を踏まえ、今後の活動への思いを聞
きました。

コロナ対応により、今年の出初式は文化会館でコンパクトに実施
されました。

平
ひらいで

出 誠
せい

二
じ

さん

北
きたむら

村 泰
やすひろ

洋さん

菅
すげさわ

澤　豊
ゆたか

さん

❶：就任後、これまでの活動を振り返って
❷：今後の活動への意気込み、消防団活動へ
　　の思いをひとこと！

（常盤・清水）

（美麻・二重）

（常盤・清水）

団長

副団長

副団長
❶　就任直後よりコロナ禍になってしまい、消

防団としても思うような活動ができていない
のが現状です。しかし、その中でも今やれる
ことを検討し、活動しております。

❷　ウィズコロナに対応した消防団活動を模索
してまいります。団員不足が深刻な状況にあ
ります。消防団へのご理解ご協力をお願い致
します。

❶　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、
今まであたりまえに出来ていた訓練や行事が
できず、大変苦しい団運営を強いられた期間
でした。
❷　消防団として何をするべきか、何をしなけ

ればならないのかを見失わず、志高い団員と
共に、大町市の無火災、無災害を目指してい
きたいです。

❶　４月に就任したものの、新型コロナウイル
スの影響により、なんの活動もできないまま、
ほぼ１年が過ぎようとしています。訓練、行
事がすべて中止になり、自分自身はもとより
消防団運営が苦しかった期間でした。

❷　新型コロナウイルスの影響が心配ではあり
ますが、我々消防団は、今までやってきたと
おり、地域の安全安心のため、団員一丸となっ
て大町市の無災害を目指していきたいです。

大町市消防団 正副団長に聞く

次回３月定例会予定

傍聴にお越しの際は


